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『世界開発報告2010』の重要な
メッセージ

　貧困の削減と持続可能な経済開発は引き続き世界のコアな優先課題であ

る．途上国の人口の25%はいまだに1日1.25ドル未満（110円）で

生活している．10億人が清潔な飲み水がなく，16億人が電気，30億

人が十分な衛生設備にこと欠いている．途上国ではすべての子供のうち

25%が栄養失調である．気候変動によって開発が容易にはならないので，

一層難しくなることが考えられる．しかしこのようなニーズへの取り組み

は途上国と開発援助の両方にとって引き続き優先課題なのである．

　とにかく，世界は気候変動に緊急に取り組まなければならない．気候変

動はすべの国にとって脅威であり，特に途上国は最も脆弱である．推定に

よれば，気候変動がもたらす損害コストのうち75%から80％は途上国

がこうむることになる．産業革命以前に比べて気温が2℃上昇するだけで，

これは世界が経験することになる最低限のレベルであるが，アフリカやア

ジアではGDPが永久に4-5％は減少する．ほとんどの途上国は気候リス

クの増大を管理する財政的・技術的な能力を欠いている．加えて所得と福

祉のために気候に敏感な天然資源に対する直接的な依存度が高いという事

情もある．これらのほとんどの国がすでに極めて不安定な気候にさらされ

ている熱帯や亜熱帯に位置している．

　経済成長だけで気候変動からの脅威に対抗することは，経済成長が引き

続き炭素集約的で地球温暖化を促進するようであれば，十分に迅速で，公

平であるとは考えられない．したがって，気候に関する政策は成長か気候

変動かという二者択一で策定することはできない．それどころか，開発を

促進し，脆弱性を削減し，低炭素での成長軌道への移行をファイナンスす
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ることこそ，気候に関して妥当な政策である．

　もしわれわれが今，一緒に，過去とは違った行動を起こせば，気候に関

して妥当な世界は，われわれの手がすぐ届くところにある．それには：

•	 今行動を起こすことがどうしても必要不可欠である．さもないと，世

界は高炭素の軌道に乗りほとんど不可逆的な温暖化の方向にコミット

することになり，選択肢は消滅してコストは増大するであろう．気候

変動は生活水準を引き上げ，ミレニアム開発目標を達成するという努

力の足をすでに引っ張り始めている．産業革命以前に比べて2℃の気

温上昇にとどめる――これは実現可能な上限であろう――，そのため

には真のエネルギー革命が必要である．ただちにエネルギー効率を引

き上げ，低炭素技術を使用するとともに，次世代技術に大規模な投資

を実行しなければならない．さもなければ，低炭素での成長は達成不

可能であろう．われわれは気候変動に対処し，現在の人々に，インフ

ラ，生態系に対するコストを最小化するとともに，今後待ち受けてい

るより大きな気候変動に備えるためにも，即座に行動を起こすことが

必要である．

•	 全世界が一緒に行動することがコストを抑え，適応と緩和の両方に効

果的に対処するための鍵となる．高所得国が自国の排出を削減するた

め積極的な行動をとることが最初になされねばならない．それは途上

国のために若干の「汚染の余地」を与えることになるだろうが，より

重要なのは，それが新しい技術にかかわる革新と需要を刺激して，速

やかな規模拡大を可能にすることになるのである．また，十分に大き

く安定した炭素市場の創出に役立つであろう．このような効果はとも

に，途上国が開発のために必要なエネルギー・サービスに速やかにア

クセスすると同時に，低炭素軌道に移行していくのを手助けするのに

極めて重要である．ただし，これには財政的支援による補完が必要で

あろう。しかし，より厳しい環境下で（気候リスクが増大してコミュ
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ニティの適応能力を上回るようになるだろうから）開発を推進するた

めには，先進国・途上国が共に一緒に行動することがやはり極めて重

要である．最も脆弱な人々を社会的扶助プログラムを通じて保護し，

国際的なリスク分担の取り決めを発展させ，知識・技術・情報の交流

を促進するためには，国家や国際社会の支援が必要不可欠であろう．

•	 今までとは違った行動を起こすことが変貌を遂げつつある現在の世界

のなかで，持続可能な未来を可能とするためには必要である．世界の

エネルギー・システムは今後20年から30年の間で，全体で排出が

50％から80％減少するように転換されなければならない．インフ

ラは新たな極限に耐えられるように建設しなければならない．すでに

ストレスの下にある生態系を脅かすことなく増加する30億人の人口

が食べていけるようにするためには，農業の生産性と水使用の効率性

を改善しなければならない．食料，バイオ燃料，水力電力，生態系サー

ビスといった天然資源に対する需要の増加を満たすと同時に，生物多

様性を保全し，土地や森林の炭素ストックを維持することができるの

は，長期にわたる大規模で統合的な管理と柔軟な計画だけである．健

全で強い経済的・社会的な戦略というのは，不確実性の増大を考慮に

入れるとともに，気候面で多種多様な未来への対応を高めるものでな

ければならない（過去の気候に「最適に」対処するだけでは不十分で

ある）．有効な政策というのは，（すべてが人間や財政・自然という同

じ有限の資源を利用するので）開発・適応・緩和にかかわる措置を共

同で評価するものになるだろう．

　気候に関しては公平で効果的な国際的な取り決めが必要である．そのよ

うな取り決めは，途上国のさまざまなニーズや制約を十分認識し，開発に

関して増大しているチャレンジに対処するためのファイナンスや技術で支

援し，国際公共財に占める途上国のシェアが永久に低水準に閉じ込められ

ないことを保証し，気候変動の緩和が生じるところとそのコストを負担す
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る人々を切り離すメカニズムが確立されていなければならない．というの

は排出の増加のほとんどは今後は途上国で生じることになるだろうから．

現状では途上国のカーボン・フット・プリントは不釣合いに低く，また，

貧困を削減するためには経済の高成長を必要としている．高所得国として

は途上国における気候変動への適応と低炭素成長の両方に対して，財政と

技術の面で支援を供与しなければならない．適応と緩和に向けた現在の

ファイナンス額は，2030年までに毎年必要とされる金額のわずか5％

未満にとどまっている．ただし，不足分を革新的な融資メカニズムによっ

て満たすことは不可能ではないだろう．

　成功は行動を変えることと世論をシフトさせることにかかっている．地

球の未来は私達個人や市民・消費者が決定することになるだろう．気候変

動のことを理解し，行動が必要だと考える人々が増加してはいるものの，

それを優先課題にしている人はまだあまりに少なく，好機であるにもかか

わらずあまりに多くの人が行動を起こしていない．したがって，最大のチャ

レンジは特に高所得国を中心に行動様式や制度を変えることにあるといえ

る．民間部門や市民が行動を起こすのを容易にし，より魅力的にするため

には，（地方，地域，国，国際社会すべての）公的政策を変更することが

求められている．
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